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　新技術創成研究所の学術研究員、特命教授を拝命して既に９年である。主に再生可能エネルギーで

あるバイオマスの利活用を研究テーマとしている。所属の学生さんがいないので、自分で実験をする

ことも多い。かつて学部・大学院の教員だったときに卒業論文、修士論文として学生さん達に研究課

題としていたものの延長・変形である。少量の木質や草本のサンプルを微粉砕し、その熱特性を分析

装置で評価する。１回の実験は１時間ほどであるが、10㎎ 程度の微少量のサンプル重量が、温度上昇

とともにその特有の性質に従って徐々に減少していく。木や草の炭素分がガス化剤（水蒸気やCO2）

と反応し気体になって重量低下を惹起している訳である。再現性の高い手法であるから、同じ条件同

じサンプルであれば、殆ど同一の結果が得られる。そのカーブをデイスプレイ画面上で雑念なく眺め

ていると、測定機器の中の見えない微小なサンプルの様子が脳裡に鮮明に浮かぶ。その減少曲線の法

則性を探求することが技術者の責務であろうが、それ以前の表現しがたい自然科学現象に対する感動

のようなものも確かにある。しかし感動と基礎科学だけでは、世の中は変わらない。新技術創成研究

所設立を主導された山邊元学長は以前より「確かな産業を興す為の基礎科学の重要性」を強調されて

いるが、やはり新技術・新製品、新たな産業につなげる努力と仕組みも重要である。

　さて、新技術創成研究所の創設は2002年であり、小職が研究所所属の教員としてお世話になった年

でもある。それまでの勤務先は重機械メーカーの、会社資金のみで研究費を賄う基礎研究所であった。

その責任者になった年が丁度研究所設立10年目に当っており、今までの成果の総括を求められた。少

なからぬ年間予算が10年続けば、ただならぬ額になる。研究所が今後も必要と思うならその根拠を示

せという事である。当然な要求ではあるが基礎研究の成果を具体的定量的な数値として評価すること

は難しい。受注への貢献、コア技術の深化、若手人材の育成等々、説明内容に腐心したのが昨日のこ

とようでもある。

　新技術創成研究所の事業として、「環境エネルギーの創成と高度利用技術に関する研究」が文部科

学省学術フロンティア推進事業に採択されたのはその翌2003年である。現在「持続可能社会」は21世

紀の人類が希求すべきテーマとして広く認識されているが、環境エネルギーの創成・利活用はその基

盤となるものである。

　以来、新技術創成研究所は本学の先端技術の教育・研究の中核として幅広い分野で活発な活動を繰

り広げてこられた。今年は設立17年目になる。先述の「研究所の成果」という観点からすれば、「環

境エネルギー」および「緑の知」プロジェクトをはじめとする先端研究の遂行・成果の発信、若手人

材（学部生、大学院生）の育成、「東長崎エコタウン構想」など地域との連携、委託・共同研究、知
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財活動（本学出願40余件の多くが新技術創成研究所発信）の推進、公開講演会による啓蒙など、学内

外と連携したこれらの成果は、今後に引き継いでいかれるべき財産であろう。今も若い先生方、学生

さんが、学術フロンテイアセンターで実験に励まれ、また活発に往来されている。新技術創成研究所

が今後とも、充実した活動を継続され発展されることを期待してやまない。

　最後に「環境エネルギー」問題について一言したい。現在「再生可能エネルギー」の利活用を中心

に世界中で鋭意とり組まれ、実績も急速に上がってきている。ただ長年この分野の実験研究に従事し

てきた経験からしても、50年後、100年後のエネルギーの状況を想定することはなかなかに困難である。

また厳しめの視点からすれば、本分野の研究テーマは、外目には百花繚乱のように見えるかもしれな

いが、結局は実を結ばず、次世代に繋がらないのではと一瞥して思われるものが過去に多く、今も散

見される。「持続可能社会」が単なる麗しい標語に終ることなく、次世代、また更にその先の世代の人々

が享受できる研究の実をあげる事が肝要であり、そのためにも我が国の特に若い技術者が日頃より見

識をもって勉励されることを、併せて期待するものである。
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　１．研究部門活動報告１．研究部門活動報告

　（１）環境・エネルギー部門
　21世紀に課せられた最大の課題である持続可能社会実現のための技術革新、具体的にはバイオマス

エネルギー、風力エネルギー、太陽電池、二次電池、燃料電池などを中心に、環境・エネルギー関連

の産官学の連携プロジェクトを立ち上げ推進する。

　現在の各研究員の主要テーマは下記の通りである。

蒲原　新一　環境情報データの収集と可視化に関する研究．

　　　　　　持続可能な開発にかかわる評価システムに関する研究．

中道　隆広　高効率メタン発酵技術に関する研究．

　　　　　　廃棄物系バイオマス利活用の研究．

　　　　　　排水処理における有害物質除去法の研究．

村上　信明　バイオマスのガス化発電技術、液体燃料製造技術の研究．

　　　　　　ＢＤＦ（バイオディーゼル油）の製造技術の研究．

山邊　時雄　高機能性ナノカーボン材料の創製と応用．

　　　　　　リチウムイオン電池．

平子　　廉　ＢＤＦ（バイオディーゼル燃料）を利用したディーゼル機関の燃焼研究．

　　　　　　バイオメタンを利用したガソリンおよびディーゼル機関の燃焼研究．

井上　　弦　土壌の性状とその有効利用に関する研究．

　　　　　　環境保全型農業に関する研究．

田中　俊彦　家庭・建物内でのエネルギー消費削減に関する研究．

木村　正成　アルカン類の直接的酸化によるアルコール生成の研究．

　　　　　　二酸化炭素を用いた炭素固定法の研究．

坂井　正康　草木をエネルギーとした高効率ガス化発電システムの開発．

　　　　　　草木バイオマスからのクリーン液体燃料合成技術の開発．

杉田　　勝　リチウムイオン電池．リチウムイオンリサイクル

　　　　　　リチウムイオン電池負極用ナノカーボン．　燃料電池電極用ナノカーボン．

　　　　　　金属空気電池．電池リサイクル．電解質除去技術

吉村　　進　有機電子材料・グラファイト材料の研究．

　　　　　　環境社会科学と環境材料技術．

藤井　光廣　ナノカーボン材料の作製とリチウムイオン電池への応用．

　　　　　　化合物半導体の結晶成長と構造解析．

石橋　康弘　環境改善技術およびバイオマスエネルギー変換技術に関する研究

宮城　彰平　バイオマスのガス化・利用技術の研究．

薄田　篤生　下水汚泥処理技術「メタサウルス」から排出される廃液の処理技術の開発．

下高　敏彰　下水汚泥残渣の肥料化と燃料化．発酵処理システムの取り組み．
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平成30年度新技術創成研究所成果報告書

環境・エネルギー部門　部門長　蒲原　新一　

　（１）バイオ燃料活用に関する研究

　戦略的研究において次の研究としてメタンガス/BDFとのデュアルフューエルにおける燃料物性改

良BDFの直噴式ディーゼル機関への適用と水1BDFによるエマルジョン燃料の製造とディーゼル機関

の排気ガスと特性への影響について研究結果をまとめた。また、BDF/メタンガスデュアルフューエ

ルにおけるアルコール添加のディーゼル機関排気ガス特性への影響についても研究を進めた。（平子）

　（２）長崎市の廃棄物適正処理に向けた調査研究

　長崎市のごみ処理はこれまで、廃棄物処理施設の処理性能により分別品目を設定した上で、ごみの

減量化、リサイクルの推進が主題となっていたが、今後は運搬や処理に係る総エネルギーの低減や、

温室効果ガスの排出量削減にも着目して整理していく必要があり、廃棄物処理における長崎市の現状

を分析し、今後の廃棄物の適正処理のあり方について提案を行った。（本研究は長崎市からの委託「長

崎市廃棄物適正処理調査」によって実施した。）（蒲原、中道）

　（３）持続可能な地域社会づくりに関する研究

　地域で策定されたプランの実現に向けて多様なアプローチを関係者らとの協働により推進していく

ための仕組みづくりを進めていく中で関係者らとのづながりづくりに取り組んだ。フィールドとして

は、長崎市の茂木南部地区の大崎集落と、インドネシア共和国パプア州ワメナ県を対象として調査研

究を実施した。（蒲原）

　（４）安定型最終処分場における浸出水の現状調査

　安定型最終処分場は比較的安全とされているが、埋め立て由来の有害成分が溶出する可能性がある。

安定型最終処分場から排出される浸出水を採取し、埋め立てられた物質から溶出する金属を分析し、

浸出水の現状について調査した。（中道）

　（５）木質系および草本系バイオマスの高温水蒸気ガス化法による生成ガスの分析

　草本系および木質系バイオマスのエネルギー変換法として、可燃性ガスに変換する「熱化学的ガス

化法」の研究が進められているが、草本系と木質系ではガス化条件が異なる。水蒸気ガス化法を用い

た時の草本系および木質系バイオマスの熱化学的ガス化プロセスの解明と、ガス化した時に得られる

エネルギー量から二酸化炭素削減量を長崎県のモデルに試算した。（中道）
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　（６）島原半島における湿潤系バイオマスの利用検討

　エネルギー変換法として期待されるメタン発酵の問題点は、原料に含まれる有機物量の違いにより、

発生するメタンガス量が違う。上記の問題点調査を長崎県の島原半島から発生する湿潤系バイオマス

をモデルにして、原料の組成分析と、メタン発酵処理で回収できるエネルギー量の試算を行うための

分析を行った。（中道）

以上
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　（２）電気電子情報技術部門
　世界がグローバル化する今日、情報を入手し、吟味検索し、それを編集し提示することは、その国

の存亡に係わっているといっても過言ではない。本部門では、情報を提示するために、バーチャルリ

アリティやＣＧ、Ｗｅｂの技術を福祉や生活環境や企業経営の改善やコミュニケーションに、より密

接に有効利用するための研究開発を行う。また、これらの情報の基盤を支えるハードウェアの高速化、

高密度処理、高精密化の専用ＬＳＩの開発研究も合わせて行う。

松井　信正　スマートグリッド・エネルギーマネジメント・電力制御に関する研究
　　　　　　医療分野におけるIoT技術に関する研究
佐藤　雅紀　移動ロボットの開発および運動制御に関する研究．
　　　　　　神経回路網を模倣した制御機構に関する研究．
黒川不二雄　高速ディジタル制御アルゴリズムおよび回路の開発研究
　　　　　　衛星のエンジン制御システムの開発研究
本村　政勝　自己免疫性神経筋接合部疾患の病態解明と治療法の開発
田中　義人　組込みシステムに関する研究．
　　　　　　電力エネルギー・医療分野におけるICT融合化技術に関する研究．
　　　　　　次世代エネルギーおよびマイクログリッドのシミュレーション的研究．
田中　賢一　ホログラフィによる立体映像表現
　　　　　　映像やゲームにおけるコンテンツ技術
　　　　　　メディアコンテンツや有価証券の偽造防止技術
川添　　薫　医療用処置具・内視鏡治療器具に関する研究開発．
　　　　　　内視鏡保管庫用プラズマクラスター除菌消臭発生装置の開発
　　　　　　経鼻内視鏡用前処置具の開発と検証
　　　　　　輸液ライン小気泡除去に関する研究
　　　　　　手術前自動手指洗浄装置の研究開発
日當　明男　Webによるデータベース活用に関する研究開発．
　　　　　　システム同定によるモデル構築に関する研究
　　　　　　システム制御に関する数学的基礎研究．
劉　　　震　ビッグデータとデータマイニングに関する研究．
　　　　　　情報システムの構築と意思決定支援システムに関する研究．
　　　　　　リハビリロボットに関する研究．
下島　　真　データ収集／解析システムの開発・構築．
　　　　　　素粒子物理実験用の新しい検出器の開発．
清山　浩司　視覚情報処理システムと三次元集積化技術に関する研究．
　　　　　　医用電子システムに関する研究．
崔　　智英　動作改善支援のための生体情報の可視化．
梶原　一宏　再生可能エネルギーシステムにおけるディジタル制御電源の研究
水野　裕志　医療福祉施設における院内グリッドの最適運用に関する研究
　　　　　　痩身者にやさしい電子体温計の開発．
　　　　　　ウェアラブルデバイス・システムに関する研究
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三田　淳司　セキュリティインシデント事例収集
　　　　　　民間資格を活用したICT基礎力育成
池　　浩司　医療機器の研究開発，カテーテル型凝血塊破砕吸引装置の研究開発
清水　悦郎　内視鏡内部洗浄装置の研究開発
　　　　　　食道癌ステント留置術に用いる電導型イングロース焼却ステントの研究開発
江藤　春日　組み込みシステム、エネルギーマネジメント、制御監視装置のシステムエンジニアリ

ング、ソーシャル・ビッグデータ収集・発信基盤の研究
鈴木　高宏　次世代モビリティとＩＴＳに関する研究
　　　　　　モビリティと次世代エネルギーによるスマートコミュニティに関する研究
　　　　　　先端科学技術の社会実装とそれによる地域活性化に関する研究
小林　　透　ソフトウェア生産技術，情報セキュリティ、データマイニング、次世代Web技術、及

びこれらの要素技術を応用したIoTサービス開発技術
村田　明久　諫早スマートシティ構想実現のための研究活動
谷山絋太郎　医工連携分野における他大学との新しい共同研究の実現のための研究
田中　　徹　集積化脳神経プローブを含む生体信号無線記録システムの開発
小柳　光正　三次元ヘテロ集積化技術を用いた積層型立体画像センサーLSIの開発．
末次　　正　パワーエレクトロニクスの分野で電力変換器の制御に関する研究
関屋　大雄　パワーエレクトロニクスの分野で電力変換とその制御の研究
甲木　昭彦　高周波ドライブ回路，磁気応用回路およびパワーエレクトロニクスに関する研究
樋口　　剛　モータドライブに関する研究
植木　弘信　内燃機関に関する研究
田邉　秀二　物質材料および触媒に関する研究
森口　　勇　リチウムイオン電池および各種二次電池に関する研究
夛田　彰秀　環境動態解析に関する研究
竹下　隆晴　パワーエレクトロニクス，モータドライブに関する研究
川越　祐司　通信分野のエネルギーや環境問題に関する研究
有馬　仁志　車載システムのモデルベース設計に関する研究
森本　賢一　機能安全やセキュリティに関する研究
岸川　忠弘　マイクログリッド及びグリーンエネルギーデバイスのモデル化の研究．
立石　哲也　生体力学．生体材料．再生医療工学．
山辺　敏雄　再生医工学並びに幹細胞に関する研究．
　　　　　　創薬シミュレーションに関する研究．
中村　克也　人工心肺等高度管理医療機器開発および開発手法の研究
　　　　　　近距離通信機能を持った医療デバイスの研究開発
　　　　　　米国、欧州、日本の医療機規制に関する研究
　　　　　　医療ソフトウェア品質管理システム構築とその品質保証に関する研究
鈴木　　孝　車載ECUソフトウェアの開発手法
丸田　英徳　ディジタル信号処理の電力変換器制御への応用
横井　聖宏　防災用IOT機器に関する研究
古川　雄大　電力変換器におけるディジタル制御の設計・解析および検証
久保　慶衛　ＡＩを用いた生産設備のパラメータ調整に関する研究
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平成30年度新技術創成研究所成果報告書

電気電子情報部門　部門長　松井　信正　

　〔Ⅰ〕公共空間で活動する親和性に優れた次世代ロボットに関する研究

１）坂の街長崎の高齢者をサポートする階段電動アシスト手すりの開発（佐藤、松井、崔）

　交通網の縮小化や高齢化により全国で「買い物難民」と呼ばれる人々が増えつつあり、国が予算化

している。特に、長崎は坂の街と呼ばれ、細く入り組んだ斜面に様々な形状の階段が多数存在するた

め、設置や保守点検に優れた装置が要求される。また、観光の街でもあり、景観を考慮したデザイン

が求められる。長崎県特有の研究課題のひとつである高齢者の階段昇降について、地元企業と共同で

電動アシスト手すりを開発しており、初年度は、試作機を用いて使用者の姿勢や移動速度を評価する

システムを構築した。この研究・開発の成果として、「坂の街長崎における階段昇降アシスト装置の

性能評価（第１報）RGB-Dカメラを用いた姿勢計測システムの構築と評価」と題して、日本機械学

会ロボティクス・メカトロニクス講演会で発表した。次年度以降は、外部資金の獲得を目指すべく活

動している。

　〔Ⅱ〕医療や教育に関するIoT技術の研究

１）医療サービスのIoT技術に関する基礎研究（松井、田中（賢）、水野、梶原）

　高齢化社会を背景に医療スタッフの人材不足が課題であり、人材補填としてIoT技術を活用した医

療サービスの導入が急務となっている。本研究では、スタッフの重労働低減化を目標に、無電源セン

サを用いた見守りおよび医用機器から見た医療安全管理システムの検討と評価を目的とする。IoT技

術を活用した医療サービスは、スタッフの人材不足の解消につながるものであり、これまで、長崎市

内の大規模病院や介護福祉施設を訪問し、無電源や非侵襲的なセンサを用いた見守りおよび医療安全

に関係する新たなシステムの開発が実用的に必要であることがわかった。今年度は、医用機器の安全

管理業務の観点からIoT技術を活用したシステムとして、スタッフの行動パターンおよび医用機器の

位置情報のデータ収集のための方法について検討した。今後は、実運用として行動パターン、機器の

位置情報および使用頻度など、機器に対する安全管理業務の最適化手法の確立に向けたデータを検討

し、その妥当性を確認していく予定である。

　〔Ⅲ〕エネルギーマネージメント・再生可能エネルギーに関する研究

１）五島市の農林漁業エネルギー活用推進部会（松井）

　五島市の農山漁村再生可能エネルギー地産地消型構想支援事業「農林漁業エネルギー活用推進部会」

に参画し、エネルギー需給バランス調整システムの導入可能性調査、再生可能エネルギー設備の導入

の検討、地域主体の小売電気事業者の設立の検討等を支援するとともに、そのノウハウの蓄積、他地
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域への普及を進めている。この推進部会の３年目の活動の成果として、五島市内の農林水産業分野で、

行政、JAおよび各漁協などが実施している課題解決に向けた活動の把握、五島市から電力小売事業

者の設立に向けた取り組みが行われた。

２）スマートグリッドに関する国際会議（松井、黒川、田中（義）、水野、梶原）

　本学が実行委員となり、2018年12月４日～６日に長崎県立美術館で第６回 icSmartGrid 2018

（International Conference on Smart Grid）を開催した。この会議は、電子ジャーナルのIJRER

（International Journal of Renewable Energy Research） と ijSmartGrid（International Journal of 

Smart Grid）が主催し、米国電気学会のIEEE-PES（Power and Energy Society）とIAS（Industry 

Application Society）が共催している。国内の学会からは、電子情報通信学会と電気学会の産業応用

部門が協賛した。今回、23カ国の91件の論文投稿中、16カ国46件の論文が採択された。採択率50％の

かなり厳しい採択率を通り、約100名が参加者している。

　テーマは、スマートグリッドのアプリケーションやその政策、スマートグリッドと再生可能エネル

ギーの統合、ハイブリッドなスマートグリッドエネルギーシステムの技術、スマートグリッドシステ

ムにおける新たなエネルギー変換の研究、スマートグリッドエネルギーシステムの制御技術、異なる

負荷条件下でのスマートグリッドエネルギーシステムの性能解析、スマートグリッドにおける計算方

法と人工知能の研究、最適化された電力供給と発電、さらには省エネ技術に関するものである。それ

らの分野は、系統連系、電力変換器やモータドライブ回路技術、回転機技術、照明技術を始めとする

電気系はもとより、情報通信、機械系、化学・材料系、土木系まで含む幅広いものであり、会議中は

活発な議論が行われた。次回は、2019年12月９～11日にオーストラリアのニューキャッスルで開催さ

れる。

　〔Ⅳ〕医療、医療用計測装置・システムに関する研究

１）老人性難聴を有する高齢患者が明瞭に聞こえる輸液ポンプの輸液完了警報音に関する研究

（本村、池）　

　高齢者の患者が明瞭に聞こえる医療機器の警報音の研究開発を行うことで、警報音の聞き損いなど

による医療事故を防止することを目的に研究を行う。ヒトの聴覚特性は加齢と共に変化し、認識し易

い音が若年者と異なる。このため、現在使用されている医療機器（特に輸液ポンプ）の警報音を

MATLABを用いて解析し、高齢者が聞きとりやすい音を制作する。本研究では、高齢者へのアンケー

トを通して現在の警報音と比較して高齢者が聞きとりやすい周波数、音階、リズムなどを解析し、新

たな警報音を制作し評価・検証を行う。今年度は、輸液ポンプのバッテリー消耗時の警報音を計測し、

その周波数成分を解析した。高齢者が聞き取りやすい周波数、音階、リズム等を調査するため、複数

のサンプル音を制作し聞きとりやすさのアンケートを実施する。対象者は若年者から高齢者とする。

また、医療現場に近い室内環境（他の医療機器の警報音や雑音がある）で音量や周波数などを変えて

サンプル音を評価しすることで、高齢者が聞きとりやすい警報音の制作のブラッシュアップに繋げる。
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２）ME機器簡易チェッカシステムの構築と臨床工学教育への適応性評価（池、水野）

　現在販売されている医療機器用のチェッカは高価であり、使用前後の清拭や簡単な機能点検などは

臨床工学技士が行うが、詳細な出力レベルのチェックなどの定期点検はメーカーが行う場合も少なく

ない。そこで、臨床工学技士が扱い易い小型で簡易的なチェッカを開発することで、病棟等で機器の

異常などが発生した場合、迅速に故障の有無を確認する子ができ、安全な医療の提供に繋がる。また、

開発したチェッカを実際の教育現場で実習等を通して学生が学ぶことで、機器への理解や電気・電子

回路の知識向上に繋がると考えられる。実験の結果、心電計、心電計チェッカ、ペースメーカチェッ

カを対象に計測可能であることがわかった。今後の課題として、心電計のフィルタ定数の調整、心電

計チェッカで任意の心電波形を出力可能な回路の設計、ペースメーカチェッカで出力パルス間隔や感

度をチェック可能な回路の設計などが今後の課題である。また、開発を行った機器を統合し１つのボッ

クスに収納し、学生の実習等に使用し機器への理解度向上に繋がるように構造を検討する必要がある。

　〔Ⅴ〕ビックデータに関する研究

１）『グラバー図譜』の３次元CG化とそれを活用した新たな社会貢献に関する研究（崔）

　長崎が誇る歴史的資料の１つである『グラバー図譜』に描かれた魚類を最新のデザイン技法・技術

を採り入れて、３次元CG化をするとともに、それを活用して、３次元MR（複合現実）の構築に関す

る基礎的研究を行い、またペンギン水族館などとの連携をもとに、東長崎の小中学校の児童生徒を対

象に、生物学を中心とした教育を実際に行い、科学教育の新たな方法について探求している。この成

果については、本学地域科学研究所紀要「地域論叢」第34号にて報告した。

　今後の課題としては、一般的なCG/VRコンテンツの制作がプロのチームで行われている中で、教

員と学生という時間と能力に限りがあるメンバーで制作を行うためには、明確な目標とともに快適な

制作環境により高度で効率的なCG/VR制作の手法を研究していく必要がある。また、学際的な取り

組みにより、広い視野で、深い理解に基づく作品を制作していくことが可能と考えられる。そのため

には、必要に応じて学外でのサンプリングや、有償で加工用の映像データを購入しながら、高度化と

効率化を進めていくことが必要である。

以上
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　（３）海洋・複合新技術部門
　21世紀の国際的大競争時代を生き抜くためには、モノづくりに直結した生産技術の絶えざる技術革

新が不可欠である。また、そのためには、従来の基盤的技術と先端的技術分野を複合した学際的な新

技術への展開が望まれる。本部門では、機械システム・船舶・海洋機器・建築物等を主体とした各種

構造物の構築・生産・運用に係わる生産技術に関して、材料・構造・流体等の多岐の分野にわたり新

技術の研究・開発を行う。

本田　　巌　流体/構造連成振動解析法に関する研究．
板厚制御による振動伝搬抑制構造の検討．
振動エネルギー伝搬解析技術の実用化に関する研究．
音響エネルギー伝搬遮断構造に関する研究
音響による翼損傷検知に関する研究．
潮流発電機技術調査及び評価研究．

黒田　勝彦　車内音低減アイテム開発に向けたインパネリインフォースの高周波NVメカニズム調
査に関する研究．
機械構造物の入力パワーの変動を考慮した高精度の音圧予測手法の開発．
自動車の微小騒音に関する研究．
熱音響発電に関する研究．
FEMを用いた振動加振実験によるSEAパラメータ評価に関する研究，

池上　国広　多連結浮体システムの研究開発．
海洋エネルギー利用技術の研究開発．
浮体係留装置の研究開発．

木下　　健　海洋再生エネルギー利用の推進．
海洋構造物の運動,挙動についての研究．
海洋産業創出のための潮流下稼働可能海中ロボットの研究開発．

影本　　浩　風波浪中における浮体運動に関する研究．
超大型浮体構造物（メガフロート）に関する研究．
魚の推進に関する研究．

林田　　滋　潮流発電装置に関する研究．
滑走艇まわりの流体現象に関する研究．
自航試験の精度向上に関する研究．
ペーロン船の抵抗推進性能に関する研究．

薄　　達哉　鉄塔支持型鋼製煙突の渦励振に関する研究．
コンクリート強度の簡易評価法に関する研究．
コンクリート強度推定における新しい微破壊試験方法の開発．

堀　　　勉　浮体静力学の基礎理論に対する新展開
　　　　　　・静水圧の圧力積分による船の「浮心＝圧力中心」の証明．
　　　　　　・船のメタセンター半径 BM の導出に関する新理論．

Kelvin 波とHogner 波の接続解を用いた旋回する船の起こす波の計算．
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野瀬　幹夫　波浪中における横断面の反りを考慮した縦の全体強度理論および実用化システムに関
する研究．
グラフ理論による構造解析用実用化システム概念の構築に関する研究．
造船3D-CADを用いた迅速な初期構造設計システムに関する研究．
高速翼走をめざした人力水中翼船の研究開発．
海洋産業創出のための潮流下稼働可能海中ロボットの研究開発．
初期構造計画時における全体強度解析･実用化システムの構築と最適化に関する研究．

松川　　豊　宇宙輸送機の空力加熱の研究．
超音速流れの研究．
電気流体力学（EHD）効果によるマイクロ液圧デバイスの開発．
電気流体力学現象を利用したマイクロポンプの研究．

松岡　和彦　船体構造の合理化及び長寿命化に関連する研究．
熟練者技能継承のための匠の技シミュレータシステム開発に関する研究．
オープンソース造船用3D-CADの開発とモジュール化設計による生産性向上．
海を活かす体験型技術教育の研究．
乗務員の就労環境向上を目的とした低騒音型漁船の開発に関する研究．
海洋産業創出のための潮流下稼働可能海中ロボットの研究開発．

岡田　公一　溶接構造物の疲労強度評価法の確立に向けた研究．
構造物の最終強度（終局強度）に関する研究．

古野　弘志　生物学的アナロジーを用いた知識・学習エンジンによる船体構造分野での設計予測／
設計自動化／データマイニング／パラメトリック最適化に関する研究．
遺伝発生による人工知能（AI）の生成と船体構造設計支援システムの構築．
商品開発段階における船体構造部材配置の最適設計案探索に関する研究．
海洋産業創出のための潮流下稼働可能海中ロボットの研究開発．
初期構造計画時における全体強度解析･実用化システムの構築と最適化に関する研究．
SOxスクラバー装備レトロフィットにおける船体構造強度・振動に関する研究．

石川　　暁　省エネ性に優れた最適船型の計画法に関する研究
船の燃費性能カイゼンのための省エネ・デバイスの開発に関する研究

佐藤　雅紀　水中ロボットの開発および画像処理.
石井　和男　ロボット分野の幅広い活用に関する研究．
松尾　博志　潮流発電装置に関する研究．

潮流発電用タービンの設計、およびCFDシステムによる流体性能の評価．
副島　勝則　再生可能エネルギーを活用した発電機の研究開発．

充電ステーションの実証事業．
金丸　英幸　船舶運航のエネルギー解析および気象･海象下の最適航海制御技術に関する研究．

船陸複合ネットワーク技術を用いたグローバルシステムインテグレーション．
各種リアルタイムシミュレータの研究開発．
計測データの特性解析．

梶原　宏之　造船の生産管理並びにシミュレーションに関する研究
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平成30年度新技術創成研究所成果報告書

海洋・複合新技術部門　部門長　本田　巌　

　〔Ⅰ〕次世代型構造物の動的応答に関する研究

１）コンクリート強度推定における新しい微破壊試験方法の開発（薄）

　既設の海洋構造物および陸上構造物の維持管理において，重要な構造材料であるコンクリートの強

度をより簡単に推定することが求められている．しかし，コンクリート構造物の構造体コンクリート

強度を推定する方法としては，構造体からコンクリートコアを採取後，載荷試験をして調べる方法が

一般的である．この方法は，コアの抜き取りによる構造体への影響，作業手間およびコストの負担が

大きくなる．そのため，本研究では，電動の試験器具や精密機器等を用いず，より効率的にコンクリー

ト強度を推定する試験方法の開発を目的とした．これまでの実験は、床面などのコンクリート水平面

を想定し、錘を釘の真上から、アクリルパイプの中を自由落下させて打撃する方法を中心に実験を行っ

てきたが、今回の実験では、壁などのコンクリート鉛直面も打撃できる「振り子式試験機」を製作し

て実験を行った。

　実験の結果、これまでの実験と同じように、供試体Ａ（学生製作）およびＢ（コンクリート専門業

者製作）ともに、コンクリート強度が高くなるにつれて釘貫入量が小さくなるという関係（図７、図

８参照）が得られたため、その関係式を明らかにすることによって、コンクリート強度が釘貫入量か

ら推定できることがわかった。

　ただし、コンクリートの調合や材齢などが変わると関係式が若干変わる傾向にあるが、その要因を

特定することはできなかった。

２）SEAによる構造最適化等に関する研究（黒田）

　機械構造物の低振動化，低騒音化を目的としてSEAの適用性拡大を図るため以下の研究を行った．

　・SEAによる構造変更前後の音の予測とメカニズム調査

　・SEAによる構造最適化手法の開発

　・FEMを用いた振動加振実験によるSEAパラメータ評価

　・SEAによる構造変更がもたらす振動入力パワーの変動を考慮した振動と音圧予測

　これらの研究成果は，ICSV他の国際学会を含め学会，本学紀要にて発表した．

　〔Ⅱ〕再生可能エネルギーの開発･利用に関する研究

１）音響による翼損傷検知の可能性の検討（本田）

　風力発電に限らず稼働率向上には定期メンテナンスは不可欠であるが，風力発電装置の主要部品で

ある翼の点検，メンテナンスでは現状ではロープアクセスで点検員が直接翼にアクセスして行われて

おり，時間を要している．風力発電装置における翼損傷検知技術開発を最終目標として，開孔，後縁

欠損，変形などの損傷を模擬した翼を小型風力発電装置に取り付け稼働時の放射音の変化から損傷検
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知可否について検討した．機側騒音は点検員を模擬した地上観測点，遠隔監視を模擬したナセル上観

測点を用いて，いずれにおいても，機側騒音の時間周波数変化特性，異音の発生頻度などから異常検

知可能な事を示した．又，夫々の損傷に伴う放射音の特徴を把握した．

　〔Ⅲ〕流体解析に関する研究

１）「浮体静力学」の基礎理論に対する新展開 －「浮心＝圧力中心」の証明－（堀）

　報告者が，上記テーマに対して，2017年度に矩形断面に対して展開した，浮体を横傾斜させて静水

圧の圧力中心の位置決めをする手法を，任意形状の断面の場合（下記ⅰ）と，半没円柱（下記ⅳ）に

対し適用し，「浮心＝圧力中心」であることを，証明した。半没円柱は，傾斜しても水面下の形状が

変化しないことから，防衛大学校の薮下准教授らが，主唱する，座標系を回転させる手法との関係も

明確にした。

　続いて，矩形断面についても，横傾斜させることなく，座標系を回転させることで，「浮心＝圧力中心」

の別証明を示すことにより，この「浮心＝圧力中心？」の議論に終止符を打った。

ⅰ）静水圧の圧力積分による船の浮心位置の決定（その２：任意の断面形状の場合）

　日本航海学会誌（NAVIGATION），第205号，2018（H30）年７月，pp. 28～34

ⅱ）「浮体静力学」の基礎理論に対する新展開（その１：「浮心＝圧力中心」の証明）

　舟艇技報（Boat Engineering），No.135，2018（H30）年９月，pp. 1～10

ⅲ）「浮体静力学」の基礎理論に対する新展開（その２：船のメタセンター半径 BM の導出に関する

一考察）

　舟艇技報（Boat Engineering），No.136，2018（H30）年12月，pp. 1～5，単著論文

２）EHDマイクロポンプにおける圧力生成モデルの開発（松川）

　電気流体力学（EHD）効果を利用したマイクロポンプ内における流動モデルの開発を進めた。電

極表面上における局所的な電場分布を考慮した電荷分布モデルを構築した。このモデルにもとづいて

EHDマイクロポンプ内における圧力生成を数値シミュレーションしたところ、実験結果をよく再現

できた。これらの研究成果を発表した。

　・松川 豊，浦田 竜輔，永川 凱基，“超音速ノズル内流れの実験的研究”，長崎総合科学大学新技術

創成研究所所報，Vol.13, pp.31-36, 2018-09.

３）超音速流れの研究（松川）

　超音速流れ発生装置の構築と実験を実施した。これまでに作製した装置は、大気中に超音速ジェッ

トを生成する装置であった。本年度は、設計マッハ数1.5のノズル出口に断面積が一定の矩形管を接

続し、矩形管内において一様な超音速流れを生成することを目指した。その結果、矩形管内において

一様な超音速流れを生成することができた。これらの研究成果を発表した。

　・松川 豊，“イオンドラッグ型EHDマイクロポンプにおける圧力生成の数値シミュレーション”，

第32回数値流体力学シンポジウム講演会論文集，E03-3, 2018-12.
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　（４）基礎科学部門
　歴史が物語るように、新技術の創成は、基礎科学を拠り所にしているものがほとんどである。基礎

科学部門では、科学技術の発展を目指し、物理学、化学、生物学、経済学における基礎的な研究を行っ

ている。高エネルギー物理実験分野では、多くの国際共同実験を実施しており、フロントエンド読み

取り装置やデータ収集装置の開発を実施してきた。理論化学分野では、新しいかたちの超伝導現象の

提案を行い、実験的に検証されつつある。経済物理学の分野でも、新しいプロジェクトチームを結成

し、ピケティに迫るような新しい分野の開拓を目指しているところである。

　現在の各研究員の主要テーマは、下記の通りである。

大山　　健　高エネルギー物理実験、ALICE実験におけるTPC新型読出しシステムの開発

加藤　　貴　理論化学．量子化学．物性物理学．

濱垣　秀樹　高エネルギー原子核物理実験、 ALICE実験、量子計測技術

田中　義人　電力エネルギー・医療分野におけるICT融合化技術に関する研究,　

　　　　　　ICT街づくり、高エネルギー物理実験、ALICE実験

下島　　真　データ収集／解析システムの開発・構築，

　　　　　　素粒子物理実験用の新しい検出器の開発

　　　　　　高エネルギー物理実験　ATLAS実験

澁佐雄一郎　素粒子理論、数理物理

奥野　公夫　高電場顕微鏡法による半導体－金属界面反応過程．

　　　　　　ダイヤモンド初期成長過程とプラズマガス－基板相互作用．

長　　良夫　代数的整数論，単項化問題，単数群．

上野　誠司　英語と日本語の二次述語構文

　　　　　　空間移動構文の分析と記述

繁宮　悠介　動物における体色の色彩多型維持機構の研究．

　　　　　　動物における形態の左右非相称性の進化機構の研究．

市瀬　実里　LD・発達症における遺伝的素因に関する研究．

　　　　　　学習症モデル生物の検討．

菊森　淳文　地域経済マクロ計量分析,経営情報分析（経営戦略・財務・マーケテイング）

　　　　　　行政・公企業経営

房安　貴弘　素粒子物理実験用検出器のための先進的読出し回路の開発研究．

　　　　　　ＧＥＭを用いた高効率・大面積ガンマ線イメージング装置の開発．

志垣　賢太　高エネルギー原子核物理実験、 ALICE実験MFT計画のDetector Control System開発

および物理解析

八野　　哲　クオーク･グルーオン･プラズマの物性解明を軸とする研究分野における物理解析
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平成30年度新技術創成研究所成果報告書

基礎科学部門　部門長　大山　健　

　〔市瀬〕

　「遺伝子欠損マウスにみられたモノアミン動態異常と行動異常」の研究を遂行した。本年度は、分

子生物学・生化学的手法を用いた研究に係る設備を整え、哺乳類由来の高分子化合物の溶解液作成お

よびDNA・タンパク質解析を行った。さらに、JSPS科研費（若手研究）「生命医科学領域からみた

発達障害への早期介入」（18K13232：代表）の研究課題を継続した。膜タンパク質の中でもほとんど

解析が進んでいない未知タンパク質に注目し、当該遺伝子とタンパク質の生体内における生理的役割

や分子機能の理解を試みた。それにより、遺伝子欠損マウスで観察された神経伝達物質と行動の異常

を検討した。

　〔澁佐〕

　昨年度に引き続き「一般化された不確定性関係に基づいた場の理論」を研究課題として遂行した。

本研究において、特に意味があると思われる、質量次元の高い―すなわち通常の場の理論では繰りこ

み不可能な相互作用項の振る舞いに関する研究を行った。

　〔繁宮〕

　研究課題「ゴミグモ属の体色・捕食・繁殖に関する行動生態学的研究」を継続した。本研究は、

JSPS科研費（基盤研究Ｃ）「メスの交尾可能回数の種間変異がオスの繁殖戦略に与える進化的影響」

（17K07577：代表）と、同じくJSPS科研費 （基盤研究Ｃ）「円網性クモの交尾器破壊を用いたメスの

再交尾抑制とその進化」（17K07576）の助成を受けたものである。また、「多様なメディアを活用し

た科学教育とその教育効果の測定」をテーマとした研究を開始した。

　〔大山〕

　超高温クォーク物質の創造によるQCD物性の解明を目指し、欧州合同原子核研究機構（CERN、本

拠地ジュネーブ）のALICE実験の大幅な拡充を推進した。昨年度に引き続き、JSPS科研費（基盤Ｂ）

「ALICE実験GEM-TPC連続読出を実現する新データ収集回路の要素開発」（17H02903：代表）を継

続し、東京大学CNSと共同で、トリガレス連続読み出し型DAQの開発を加速させた。また、同様の

アイデアをJ-PARC等における次世代実験で応用すべく、日本原子力研究開発機構と協力し、JSPS科

研費（挑戦的萌芽研究）「J-PARC重イオン衝突における究極的高速データ収集系への挑戦」（16K13808）

を推進した。
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　〔田中〕

　次世代の大規模物理学実験や超広帯域なデータ収集が必要となる分野においては、CPUだけでな

く、FPGAやGP-GPUを駆使した新しいコンピューティング手法、即ちヘテロジニアス・コンピューティ

ングの確立が重要な鍵となる。本年度はCERN・ALICE実験の次世代検出器をターゲットに、新しい

タイプのDAQ・オンラインデータ処理システムの開発に着手した。本研究は、JSPS科研費（挑戦的

萌芽）「ALICE増強における究極的超高帯域データ収集システムの要素開発」（17K18783：代表）の

助成を受けたものである。
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量子計測科学寄付研究部門

　光量子等の効率的計測・データ処理技術開発を進め、その成果を高エネルギー原子核物理学実験研
究、非破壊検査等への技術応用を目的とする。

寄付
■ サイエナジー株式会社（東京大学発ベンチャー）

研究メンバー
■ 部門長：浜垣秀樹　特命教授　（平成28年３月まで東京大学教授）
■ 協力研究員：元田良一（サイエナジー株式会社代表取締役社長）
■ 協力研究員：越牟田聡（サイエナジー株式会社）
■ 協力研究員：阿部圭一（サイエナジー株式会社）
■ 協力研究員：大山健（長崎総合科学大学新技術創成研究所教授）

開設
■ 2016年４月１日

「量子計測科学寄付研究部門」、この一年

部門長　濱垣　秀樹

　当部門は、サイエナジー株式会社の寄付により、３年間の時限付きで平成28年４月に発足し、これ
までの３年間、主に二つの研究を進めた。
　一つは、高エネルギー重イオン衝突を用いた高温高密度QCD物質の実験的研究である。欧州CERN
研究所LHC加速器でのALICE実験における国際共同研究を、新総研・基礎科学部門の大山教授と密
接な連携を取りつつ進めてきた。ALICE実験のTPC検出器の高度化に参与するとともに、以下に列
挙するようにデータ解析を進めた。また、追加資金（科研費）として、基盤研究（S）（代表：杉立
徹（広島大学））（平成26年～30年）、および新学術研究（代表：志垣賢太（広島大学））（平成30年～）
の分担者であった。
　ALICE実験のデータ解析は、主に東京大学大学院理学系研究科原子核科学研究センターの研究グ
ループ（代表：郡司卓准教授）と連携して進めた。主な研究課題は、（1）陽子＋鉛衝突における二粒
子相関の研究、（2）陽子＋陽子衝突における単光子生成過程の研究、（3）陽子＋鉛衝突におけるJ/Ψ
生成の研究、である。これらの研究は、近年大きな話題となっている「小さな系における流体的振る
舞い」を新たな手法を用いて調べることを目指したものである。
　もう一つは、新しいタイプの電子源の研究開発であり、将来的にはＸ線源への使用を見据えて、安
定的で且つ任意の区域のスイッチングを可能とする安価な面線源の実現を目指した。半導体技術を用
いた実現の可能性を追求した。本研究は、当部門のサイエナジー社からの協力研究員に加えて、大山
教授、清山准教授、田中教授らと強い連携をもって共同研究を進めることが出来た。28年度に電場計
算、一回目の試作を行ない、29年度には二度目の試作を行なった。30年度は、研究の担い手と資金的
な問題のために、研究を大きく進展させる事が出来なかったのは、残念であった。
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海洋エネルギー研究センター

　海洋エネルギー研究センターでは、国内外の研究者と広く連携するとともに、船舶工学・海洋工学
に係る教育研究約70年の経験を活かし、海洋産業の基盤となる船舶工学・流体力学・構造工学等を用
いた研究開発、新事業形成、人材育成に取り組む。

研究メンバー
■ センター長：池上　国広　教授
■ 研究員：木下　健　客員教授
■ 研究員：野瀬　幹夫　客員教授
■ 研究員：林田　滋　特命教授
■ 研究員：松井　信正　教授
■ 研究員：影本　浩　教授
■ 研究員：松岡　和彦　准教授
■ 研究員：佐藤　雅紀　准教授
■ 研究員：中道　隆広　講師

海洋エネルギー研究センター　研究活動報告

センター長　池上　国広

　当センターは、本学が有する海洋工学に係る教育研究の技術を活かし、海洋産業の基盤となる研究
開発、新事業形成、人材育成に取り組んでいる。今年度は、戦略的研究予算を活用し海中ロボットを
試作し、試験水槽において動作試験を行った結果、速度1.0m/secで航行可能であることを確認した[1]。
　近年課題となっているエネルギー問題に対し、再生可能エネルギーの利用が重要となっている。海
洋においては洋上風力発電や、潮流発電が稼働しつつある。これらは洋上や海中に設置されることか
ら、海中での探査や工事が必須となるが、一般的に、これらの作業は潮止まりの時間帯に実施される
ため作業時間が制限される。そこで、強潮流下（流速2.0m/sec）においても海中観測や作業を行うこ
とができる海中ロボットが望まれており、実現すれば海洋エネルギー機器の総経費の30％から40％を
占めるといわれる保守点検や海洋調査の費用を大幅に軽減することが可能となる。
　第１段階として、潮流1.0m/sec以下、水深25mにおいて運用可能な「潮流下稼働可能型有策海中ロ
ボット：Tidal Current Remotely Operated Vehicle」を開発した。開発した海中ロボットは1.2m×0.7m
×0.3ｍの大きさで、推進用のスラスタとして150Wを４基、昇降用スラスタとして90Wを２基搭載し
ている。半自律的に姿勢を制御するために、防水耐圧容器の中にはコンピュータ、マイコン、慣性航
法装置、バッテリ、緊急浮上システムを搭載している。試験水槽における動作確認の結果、カウルを
装着することで潮流の影響を50％低減できることが確認できた。また、初期動作、自律・手動制御が
正常に稼働すること及び速度1.0m/secで航行可能であることを確認した。
参考文献：
[1] 野瀬幹夫，木下健，平山哲朗，古野弘志，京円太亮，佐藤雅紀，“潮流下稼働可能型海中ロボッ
トの開発（第１報）”，日本船舶海洋工学会講演論文集2019S-GS26-1，pp.621-624，2019
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　２．平成30年度戦略的研究成果報告書２．平成30年度戦略的研究成果報告書

研究課題名 研究者

ME機器簡易チェッカシステムの構築と臨床工学教育への適応性評価 池　　浩司
水野　裕志

バイオマス資源を用いた有用資源生産実験～生態系保全に関する基礎研究～
蒲原　新一
繁宮　悠介
市瀬　実里
中道　隆広

嚥下筋組織電気刺激型トレーニング装置の研究開発 川添　　薫

＊＊海洋産業創出のための潮流下稼働可能型海中ロボットの研究開発

野瀬　幹夫
木下　　健
石川　　暁
佐藤　雅紀
松岡　和彦
古野　弘志

坂の街長崎の高齢者をサポートする階段電動アシスト手すりの開発
佐藤　雅紀
松井　信正
崔　　智英

橘湾のエコロジーとその視覚化-橘湾の自然環境の保全をめざして

繁宮　悠介
松岡　和彦
蒲原　新一
崔　　智英
中道　隆広
柴田　　守

コンクリート強度推定における新しい微破壊試験方法の開発（その2） 薄　　達哉

地方における小規模学校向けのe-Learningシステム
田中　賢一
大山　　健
三田　淳司

『グラバー図譜』の3次元CG化とそれを活用した新たな社会貢献に関する研究
崔　　智英
繁宮　悠介
松岡　和彦
柴田　　守

初期構造計画時における全体強度解析・実用化システムの構築と最適化に関する研究 古野　弘志
野瀬　幹夫

＊バイオ燃料（バイオガス，ＢＤＦ）のディーゼル機関への適用
平子　　廉
村上　信明
中道　隆広

＊＊風力発電装置メンテナンス技術に関する検討（その1：異常検知技術の開発） 本田　　巌

医療サービスのIoT技術に関する基礎研究

松井　信正
田中　賢一
水野　裕志
横井　聖宏
梶原　一宏

EHDマイクロポンプにおける圧力生成モデルの開発 松川　　豊
＊＊次世代型バイタルモニタリングシステムの研究開発 水野　裕志

清山　浩司
老人性難聴を有する高齢患者が明瞭に聞こえる輸液ポンプの輸液完了警報音に
関する研究

本村　政勝
池　　浩司

＊共同研究先との数値解析による検討と振動実験による実現象の解明 黒田　勝彦

＊＊食道癌ステント留置術に用いる電導型イングロース焼却ステントの研究開発
清水　悦郎
川添　　薫
池　　浩司
藤原

＊ 技術論文として掲載済み　＊＊ 論文発表前のため未掲載
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　３．技術交流会・シンポジウム開催状況３．技術交流会・シンポジウム開催状況

●第16回公開講演会

　　21世紀の科学技術「重力波 ～アインシュタインからの最後の宿題！～」

日時：平成30年10月27日（土）13：00～16：00
場所：長崎総合科学大学３号館６階 大講義室

開会挨拶　　　　　　　木下　　健　　　長崎総合科学大学　学長

講 演 １
　　「重力波をとらえる　－日本の重力波望遠鏡 ＫＡＧＲＡ－」
　　　　　　　　　　　大橋　正健　氏（東京大学 宇宙線研究所 重力波観測研究施設長　教授）

講 演 ２
　　「重力波源からの光をついに観測　－日本の望遠鏡群が捉えた重元素の誕生現場－」
　　　　　　　　　　　川端　弘治　氏（広島大学　宇宙科学センター長　教授）

閉会挨拶　　　　　　　田中　義人　　　長崎総合科学大学　新技術創成研究所長

【公開講演会報告】
　東京大学宇宙線研究所の梶田先生よりご推薦頂き、昨年ノーベル賞対象にもなった重力波について、
東京大学宇宙線研究所重力波観測研究施設長の大橋正健先生に講演を頂くことができた。美しいスラ
イドを使いながら、非常に難しい話を、高校生にも分かるようにかみ砕いて、時折笑いを交えながら、
軽快に話して頂いた。お陰様で、高校生、中学生、一般の方から沢山の質問が出て、大変盛り上がっ
た講演となった。
　また、川端弘治先生は、重力波観測を手がかりに、中性子星の衝突を発見されたときの様子を、当
時のリアルタイム情報を使いながら話して頂いた。如何に世界中が競争し、偶然と必然の中で発見が
なされたのかが手に取るように分かった。これによって、金や銀などの貴金属が宇宙に存在するなぞ
が解ける可能性もでてきたということで、私達の身近な問題も感じることができた。

【講演内容】
　講演１『重力波をとらえる　－日本の重力波望遠鏡 ＫＡＧＲＡ－』
　東京大学宇宙線研究所　重力波観測研究施設長　大橋正健教授

　アインシュタインの一般相対性理論によれば、質量をもった物体が存在すると、それだけで時空に
ゆがみができる。さらにその物体が（軸対称ではない）運動をすると、この時空のゆがみが光速で伝
わっていく。これが重力波である。重力波はすべてを貫通し、減衰しないと考えられている。東京大



81

学宇宙線研究所の重力波研究グループでは、「重力波」の直接検出を行い、それを将来の「重力波に
よる天体観測」の創生につなげていきたいと考えている。
　「岐阜県飛騨市神岡町にある神岡鉱山の地下深くには、2002年にノーベル物理学賞を受賞した小柴
昌俊博士の成果につながった宇宙素粒子研究施設「カミオカンデ」の後継施設「スーパーカミオカン
デ」をはじめ、宇宙の謎に迫る世界最先端の研究施設が整備されている。いま、ここで新たな研究計
画が動き出した。それがKAGRA計画（大型低温重力波望遠鏡計画）である。
　この「望遠鏡」によって、地底深くからとらえようとしているのは、光や電磁波ではなく、重力が
もとになって生まれる宇宙からの波動「重力波」である。重力は、宇宙の構造や進化を支配するとて
も重要な力で、重力波を観測できるようになることは、宇宙の謎を知るために非常に重要である。大
型低温重力波望遠鏡計画は、ブラックホールの解明などをめざし、人類初となる「重力波の直接観測」
に挑戦している。

　講演２『重力波源からの光をついに観測 －日本の望遠鏡群が捉えた重元素の誕生現場－』
　広島大学宇宙科学センター長　川端　弘治　教授

　広島大学、国立天文台、甲南大学、鹿児島大学、名古屋大学、東京大学などで構成される日本の重
力波追跡観測チームJ-GEM（代表：国立天文台ハワイ観測所長・教授 吉田道利）は、2017年８月17
日にアメリカの重力波望遠鏡Advanced LIGOとヨーロッパの重力波望遠鏡Advanced Virgoによって
検出された重力波源GW170817の観測を行い、重力波源の可視光・赤外線対応天体を捉えて、その明
るさの時間変化を追跡することに成功した。
　２年前に人類が初めて重力波の直接観測に成功して以降、検出された４つ（ないし５つ）の重力波
は、いずれもブラックホール同士の合体によるもので、可視光などの電磁波では捉えられていなかっ
た。GW170817は、その重力波信号の特徴から、初めて、中性子星同士の合体である可能性が高いと
予想され、「光る」ことが期待されていた。あいにくこの天体は南天（うみへび座の尾付近の方向）
に位置し、日本では夕方の薄明中に沈んでしまう状況だったが（広島大学のかなた望遠鏡でも敢えて
観測してみたが厳しいものだった）、南アフリカやニュージーランド、ハワイに建設された日本の望
遠鏡で、その天体を鮮明に捉えることができた。
　観測された可視光・赤外線の特徴は、中性子星合体に伴う電磁波放射現象「キロノバ」で理論的に
うまく説明されるものだった。本研究により、宇宙における金やプラチナといった貴金属元素が中性
子星合体によって大量に合成される可能性が高いことが見いだされた。
　さらに、広島大学が日本チームの代表を務めているガンマ線衛星「フェルミ」によっても、この重
力波源からのガンマ線が、重力波の信号から約２秒遅れて捉えられた。
　2017年のノーベル物理学賞を獲得したばかりの重力波の直接検出だが、今回の一連の研究から、重
力波が未知の宇宙への有力な観測手段であることが確実なものとなり、「重力波天文学」の本格的な
幕開けが期待される。
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　４．研究所員の研究活動状況４．研究所員の研究活動状況

　（１）学術論文発表（2018.4.1～2019.3.31）

著者名 論文標題又は書名 掲載雑誌名又は出版社名 巻･号･頁・発行年月日 単著・共著の別
（共著の場合は共著者名）

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門

1 平子　廉
バイオメタン‐バイオディーゼル燃料によ
るデュアルフューエル方式の直噴式ディーゼ
ル機関への適用

創見創新　長崎総合科学大学
大学院　新技術創成研究所　
所報

第13号，pp1-6, 2018年 松田啓希，小辻伊義，
中野隆樹

2 平子　廉
メタンガス/BDFとのデュアルフューエルに
おけるBDFの燃料物性の改良がディーゼル
機関の排気ガス特性へ与える影響

日本機械学会九州支部第72期
講演会 2019年3月 松田啓希，靍田凌，

山田敦士

3 平子　廉
BDF/メタンガスデュアルフューエルにおけ
るアルコール添加のディーゼル機関排気ガス
特性への影響

日本機械学会九州学生会第50
回卒業研究発表会 514 , 2019年3月 齋藤菖平，松田啓希，

靍田凌，山田敦士

電
気
電
子
情
報
技
術
部
門

1
黒川不二雄
丸田 英徳
松井 信正

Influences of Deterioration in Capacitor 
and Inductor on Current Sensorless Static 
Model DC-DC Converter

i n  P r o c .  T h e  2 0 1 8 
I n t e r n a t i o n a l  P o w e r 
Electronics Conference

pp. 826-830，2018年5月 Masashi Taguchi, 
Jizhe Wang

2
水野 裕志
黒川不二雄
松井 信正

Comparison of Optimized Demand of EGs 
for Minimizing Fuel Consumption and EGs 
Model with Power Grid Frequency Using a 
Hospital Load with PV

i n  P r o c .  T h e  2 0 1 8 
I n t e r n a t i o n a l  P o w e r 
Electronics Conference

pp. 2283-2286，
2018年5月 馬場哲平

3
梶原 一宏
松井 信正
黒川不二雄

Performance-Improved Maximum Power 
Point Tracking Control for PV System

in Proc. 7th International 
Conference on Renewable 
En e r g y  R e s e a r c h  a n d 
Applications

pp. 1153-1156，
2018年10月14-17日 戸村日向

4
梶原 一宏
松井 信正
黒川不二雄

Stability of Digital Hysteresis Current Mode 
Buck Converter for DC Distribution System

in Proc. 8th International 
Conference on Renewable 
En e r g y  R e s e a r c h  a n d 
Applications

pp. 1321-1324，
2018年10月14-17日 山嵜孝介

5
黒川不二雄
丸田 英徳
松井 信正

Optimization Design of Low-Pass Filter in 
Sensorless Static Model Control for Wide 
Input Wind Power System

in Proc. 7th International 
Conference on Renewable 
En e r g y  R e s e a r c h  a n d 
Applications

pp. 1304-1309，
2018年10月14-17日

Masashi Taguchi, 
Jizhe Wang

6

水野 裕志
田中 義人
黒川不二雄
松井 信正

A New Load Prediction Method and 
Management of Distributed Power System 
in Island Mode of a Large Hospital

in Proc. 8th International 
Conference on Renewable 
En e r g y  R e s e a r c h  a n d 
Applications

pp. 1215-1220，
2018年10月14-17日

馬場哲平，
Masaharu Tanaka, 
Ilhami Colak

7 黒川不二雄
江藤 春日

Performance Characteristics of High Power 
Density Battery Charger for Plug-In Micro 
EV

IEEE PEAC 2018 A0467，D5.11，
2018年11月5日

Shinichiro Hattori，
Jizhe Wang

8

水野 裕志
田中 義人
黒川不二雄
松井 信正

Evaluation of An Island Operation Method 
Smart Grid Using A Power Emulation 
System

i n  P r o c .  6 t h  I E E E 
International Conference on 
Smart Grid

pp. 98-101，
2018年12月4-6日 馬場哲平

9

江藤 春日
水野 裕志
松井 信正
黒川不二雄

Design Optimization of Renewable Energy 
System Using EMO

i n  P r o c .  6 t h  I E E E 
International Conference on 
Smart Grid

pp. 258-263，
2018年12月4-6日

Yuta Tominaga, 
Masaharu Tanaka

10

水野 裕志
田中 義人
黒川不二雄
松井 信正

A New Approach of Load Rejection in Fault 
of PV Output in Smart Grid

i n  P r o c .  6 t h  I E E E 
International Conference on 
Smart Grid

pp. 246-249，
2018年12月4-6日 馬場哲平

11

松井 信正
水野 裕志
梶原 一宏
黒川不二雄

［特別講演］災害に強い大規模病院の再生可
能エネルギーを使用した電力グリッド制御

電気学会 家電・民生技術委
員会（IEE-HCA）

pp. 35-39，
2018年5月10日 馬場哲平

12
梶原 一宏
松井 信正
黒川不二雄

ディジタルヒステリシス電流モードDC-DC
コンバータの動特性 電子情報通信学会，信学技報 pp. 11-15，

2018年7月2日 山嵜孝介

13

水野 裕志
田中 義人
黒川不二雄
松井 信正

電源エミュレータを用いた院内の単独運用方
法の評価 電子情報通信学会，信学技報 pp. 35-39，

2018年10月4日 馬場哲平

14 水野 裕志
松井 信正

ディープラーニングによる大病院の電力需要
の予測方法 電気学会産業応用部門大会 Vol. 5, pp. 181-184，

2018年8月 馬場哲平

15 松井 信正 ［ 特 別 講 演 ］ 国 際 会 議 報 告 ～ ECCE、INTELEC、ICRERA、icSmartGrid ～ 電子情報通信学会，信学技報 pp. 49-54，
2019年1月16日

馬場﨑忠利, 石塚洋一, 
池田敏

16
松井 信正
丸田 英徳
黒川不二雄

広入力風力発電システムのための電流非検出
静的モデル制御におけるローパスフィルタの
最適化設計

電子情報通信学会，信学技報 pp. 61-66，
2019年1月17日 田口雅, 王吉喆

17
梶原 一宏
松井 信正
黒川不二雄

微分制御を用いたMPPT制御の特性評価 電子情報通信学会，信学技報 pp. 73-77，
2019年1月17日 戸村日向
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海
洋
・
複
合
新
技
術
部
門

1

野瀬 幹夫
木下 　健
古野 弘志
佐藤 雅紀

潮流下稼働可能型海中ロボットの開発（第1
報）

日本船舶海洋工学会講演会論
文集 （編集中） 平山哲朗，京円太亮

2 黒田 勝彦
Finite-element-based experimental statistical 
energy analysis of a mechanical structure 
subjected to base excitation

P r o c e e d i n g s  o f  2 5 t h 
International Congress on 
Sound and Vibration in 
Hiroshima

738.pdf, 2018年7月 並川修平

3 黒田 勝彦
A Structural Design Process for Reducing 
Structure-Borne Sound using Variation of 
Vibration Input Power

FISITA2018 F2018-NVB-072, 2018年
10月（Chennai） 単著

4 黒田 勝彦 SEAによる振動入力パワーの変動を考慮し
た振動と音圧予測に関する研究 長崎総合科学大学紀要 第58巻，pp.47-54，

2018年7月 単著

5 黒田 勝彦 構造変更による振動入力パワーの変動に関す
る研究

長崎総合科学大学大学院新技
術創成研究所所報

第13号，pp.25-29，
2018年9月 単著

6 黒田 勝彦 接触を有する機械構造物のFEMによる振動
音響モデル構築と解析に関する研究

機械学会環境工学総合シンポ
ジウム2018

CD-ROM論 文 集，119.
pdf，2018年7月（東京）荒巻聖，宮入徹

7 黒田 勝彦 基礎励振による構造SEAモデルの自動車パ
ネルへの適用

日本機械学会Dynamics and 
Design Conference 2018

315.pdf，2018年8月
（東京） 並川修平

8 黒田 勝彦 SEAによる振動入力パワーの変動を考慮し
た自動車パネル振動の予測

日本機械学会年次大会
（No.18-1）

G1000601.pdf，2018年9
月（大阪） 井上朝陽

9 黒田 勝彦 基礎励振による構造実験SEAモデルの構築
とSEAパラメータの適正化 PUCA2018 E23.pdf，2018年11月16

日（東京） 単著

10 黒田 勝彦 構造の伝達特性に着目した振動促進のための
構造変更に関する研究

日本機械学会九州支部第72期
講演会

No.198-1，A11.pdf，
2019年3月（北九州） 湯浅那央斗

11 堀　 勉 静水圧の圧力積分による船の浮心位置の決定 
― その２：任意の断面形状の場合 ― 日本航海学会誌 Navigation No.205，pp.28～34，

2018（H30）年7月 単著

12 堀　 勉 「浮体静力学」の基礎理論に対する新展開 ― 
その１：「浮心＝圧力中心」の証明 ― 舟艇技報 Boat Engineering No.135，pp. 1～10，

2018（H30）年9月 単著

13 堀　 勉
「浮体静力学」の基礎理論に対する新展開 ― 
その２：船のメタセンター半径 BM の導出
に関する一考察 ―

舟艇技報 Boat Engineering No.136，pp. 1～5，
2018（H30）年12月 単著

14 岡田 公一 低変態温度溶接材料による疲労寿命延伸効果
と溶接金属の破壊靭性に関する一考察

日本船舶海洋工学会講演会論
文集

第26号，pp.245-249，
2018年5月21日

大沢直樹，麻寧緒，
堤成一郎，村川英一，
平岡和雄，松崎拓也，
志賀千晃，矢島浩

15 岡田 公一 二相ステンレスクラッド鋼板のケミカルタン
カーへの適用に関する基礎研究 日本海事協会会誌 第322号，2018年（1号），

pp.151-164，2018（Ⅰ）

緒方洋典，堺田和昌，
春山雄介，深井英明，
黒沼洋太，勝田順一，
矢島浩，安藤翼，福井努

16 岡田 公一
Fundamental Study on the Construction 
of Chemical Tankers Utilizing Duplex 
Strainless Clad Steel Plates

Class NK Technical Review No.322, pp.151-170,
2018年

Hironori Ogata，
Kazumasa Sakaida，
Yusuke Haruyama，
Hideaki Fukai，
Yota Kuronuma，
Junichi Katsuta，
Hiroshi Yajima，
Tsubasa Ando，
Tsutomu Fukui

17 松川　豊 超音速ノズル内流れの実験的研究 長崎総合科学大学新技術創成
研究所所報

Vol.13, pp.31-36, 
2018年9月 浦田竜輔, 永川凱基

18 松川　豊 イオンドラッグ型EHDマイクロポンプにお
ける圧力生成の数値シミュレーション

第32回数値流体力学シンポジ
ウム講演会論文集 E03-3, 2018年12月 単著

基
礎
科
学
部
門

1 田中 義人

Cross section and longitudinal single-spin 
asymmetry AL for forward W±→μ±ν 
production in polarized p + p collisions at 
√s=510  GeV

Physical Review Journals D98，no.3，032007，
2018年8月

2 田中 義人 Low-momentum direct-photon measurement 
in Cu + Cu collisions at √sNN=200 GeV Physical Review Journals C98，no.5，054902，

2018年11月

3 田中 義人 Production of π0 and η mesons in Cu+Au 
collisions at √sNN=200 GeV Physical Review Journals C98，no.5，054903，

2018年11月

4 市瀬 実里 海藻生育を目的とした小型閉鎖循環システム
の構築

長崎総合科学大学新技術創成
研究所所報

Vol.13, pp.37-42, 
2018年6月

岡部慎太郎, 野田僚太, 
村田隼人, 八坂達也

5 市瀬 実里 モデル生物を用いた発達障害における遺伝的
素因に関する研究

総合人間科学研究学会別冊総
合人間科学 1号，p3-8，2019年2月
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　（２）講演・口頭発表

　（３）テレビ出演
番号 氏　名 放 送 日 放 送 局 番 組 名 内　　　　容

1 下高　敏彰 2018年７月５日 KTNテレビ長崎 ＫＴＮプライムニュース 自然由来肥料「大地のめざめ」について

番
号 講　師 講　演　テ　ー　マ 学 会 名 等 場　　所 実施日

1 蒲原　新一 ICT関連技術の基礎
公開講演会「ICT IoT AIは
私たちの生活にどう活かされ
ているのか」

長崎総合科学大学 2018年9月22日

2 中道　隆広 長崎総合科学大学バイオマス関連研究について 長崎県理科教育研究会 長崎総合科学大学 2018年11月30日

3 中道　隆広 これからの資源とエネルギー　～ごみが活躍する
将来～ NiASセミナー 長崎工業高等学校 2018年12月12日

4 山邊　時雄 福井謙一と白川英樹博士とのノーベル賞逸話 長崎県理科教育研究会 長崎総合科学大学 2018年11月30日
5 平子　廉 エコカーの世界　～自動車の環境とエネルギー～ NiASセミナー 長崎工業高等学校 2018年12月18日

6 下高　敏彰 水熱処理と高速消化処理を施した下水汚泥固形残
渣の農地への利活用方法の検討 第55回下水道研究発表会 西日本総合展示場 2018年7月24日

7 薄田　篤生 水熱処理と高速消化処理を施した下水汚泥固形残
渣の高速発酵技術の開発 第55回下水道研究発表会 西日本総合展示場 2018年7月24日

8 薄田　篤生
下高　敏彰

安全で有用な機能性コンポストの高速製造方法と
その有効活用

アグリビジネス創出フェア
2018 東京ビッグサイト 2018年11月20日

9 佐藤　雅紀 水中ロボット作りませんか？ NiASセミナー 佐世保工業高等学校 2018年6月18日
10 佐藤　雅紀 NiASプロジェクト（ロボット） NiASセミナー 聖母の騎士高等学校 2018年9月16日

11 黒川 不二雄 低電圧・大電流電源のためのディジタル制御技術
の課題と展望

低電圧／大電流化にどのよう
に対応すべきなのか？「次世
代デバイスのための電源セミ
ナー」

大手町サンスカイルーム 2018年6月20日

12 清山　浩司 大学での学びと研究内容の紹介、高校生へ向けて
のメッセージ NiASセミナー 島原高等学校 2018年9月22日

13 清山　浩司 電子系の学びと研究 NiASセミナー 大村高等学校 2018年11月15日
14 清山　浩司 電気・電子系の学びと仕事 NiASセミナー 大村工業高等学校 2018年12月14日
15 水野　裕志 身近な医療技術 NiASセミナー 大村高等学校 2018年11月15日

16 黒田　勝彦
FEMを用いたSEA構造モデル構築に関する研究
と摂動法を用いたSEAによる振動騒音の予測プ
ロセス

MSC Software 2018 Users 
Conference，ポスターセッ
ション

東京コンファレンスセン
ター・品川 2018年5月30日

17 黒田　勝彦 インパネリンフォースの高周波NVメカニズム調
査に関する研究 トヨタ自動車九州研究報告会 トヨタ自動車九州 2018年8月1日

18 黒田　勝彦
構造変更によるSEA振動入力パワーの変動に関
する研究，SEAパラメータを目的関数とする構
造適正化方法

自動車技術会秋季大会，ポス
ター展示 名古屋国際会議場 2018年10月18日

19 黒田　勝彦 基礎励振による構造実験SEAモデルの構築と
SEAパラメータの適正化 PUCA2018，E23.pdf ヒルトン東京 2018年11月16日

20

木下　健
野瀬　幹夫
松井　信正
蒲原　新一
松岡　和彦
古野　弘志
佐藤　雅紀
中道　隆広

地域新電力事業モデル構築にむけた勉強会

五島市再生可能エネルギー推
進協議会主催平成30年度第3
回勉強会（平成30年度 農林
水産省「農山漁村再生可能エ
ネルギー地産地消型構想」支
援事業）

福江総合福祉保健センター 2019年2月20日

21 野瀬　幹夫 HyperWorksを用いた上部構造物を有するコンテ
ナ船の捩り強度解析の事例と考察 ATCx 造船技術セミナー アクロス福岡 2018年8月9日

22 野瀬　幹夫 飛び魚を目指した挑戦者たち NiASセミナー 今治工業高等学校 2019年1月23日

23 松岡　和彦 海洋と関連分野の研究開発
平成30年度産学官イノベー
ション創出プロジェクト事業
第1回産学官金連携サロン

長崎大学　文教スカイホール 2018年6月8日

24 下島　真 ロボットで遊ぼう NiASセミナー 石田小学校 2018年8月2日

25 市瀬　実里 Altered monoamine dynamics and abnormal be-
haviors in Lrtm2-defi cient mice

The 18th World Congress of 
Basic and Clinical Pharma-
cology (Kyoto) 

国立京都国際会館 2018年7月5日
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　（４）研究紹介新聞記事

20181001長崎新聞NR
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20181009長崎新聞

20190226長崎新聞



87

20190319長崎新聞

20181214日本農業新聞
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　（５）外部資金受け入れ状況
１．科学研究費助成事業 採択状況

平成30年度　　　　合計 20,750千円

２．奨学寄付金新規受入状況

平成30年度　　　　合計 11,650千円

文部科学省　科研費
№ 研究課題名 研究者
1 市民ネットワーク活動への参加型評価手法の拡張についての試み 蒲原　新一
2 ALICE実験GEM-TPC連続読出を実現する新データ収集回路の要素開発 大山　　健
3 メスの交尾可能回数の種間変異がオスの繁殖戦略に与える進化的影響 繁宮　悠介
4 小脳失調を合併したランバート・イートン筋無力症候群の血液脳関門は破綻している 本村　政勝
5 ALICE増強における究極的超高帯域データ収集システムの要素開発 田中　義人
6 痩身者にやさしい電子体温計の開発 水野　裕志
7 受動リンク機構をもつROVとケーブル張力制御可能なASVによる観測システムの開発 佐藤　雅紀
8 生命医科学領域からみた発達障害への早期介入 市瀬　実里
9 クォーク物性を解き明かすALICE実験フォトン物理の新展開 （分担） 濱垣　秀樹
10 J-PARC重イオン衝突における究極的高速データ収集系への挑戦   （分担） 大山　　健
11 ALICE 実験　ジェットと前方光子で探る高温クォーク物質生成の起源  （分担） 大山　　健
12 円網性クモの交尾器破壊を用いたメスの再交尾抑制とその進化  （分担） 繁宮　悠介
13 メッセンジャーRNAの網羅的解析による重症筋無力症クリーゼの病態解明  （分担） 本村　政勝
14 クォーク階層とハドロン階層を繋ぐ動的機構  （分担） 濱垣　秀樹
15 広視野の視覚を再建する眼球内完全埋植・低侵襲フレキシブル人工網膜の開発  （分担） 清山　浩司

厚生労働科研費
№ 研究課題名 研究者

1 神経免疫疾患のエビデンスによる診断基準・重症度分類・ガイドラインの妥当性と患者
QOLの検証 本村　政勝

№ 寄付の目的 研究者
1 研究助成金 堀　　　勉
2 海流発電装置の開発 池上　国広
3 重症筋無力症・Lamvert-Eaton筋無力症候群における病原性自己抗体の研究 本村　政勝

4 ＳＯｘスクラバー装備レトフィットによる船体構造強度・振動に関する研究 野瀬　幹夫
古野　弘志

5 RCPSP法による造船工程計画に関する研究に資するため 梶原　宏之
6 RCPSP法による造船工程計画に関する研究に資するため 梶原　宏之

7 研究助成金
（発酵肥料製造技術等による循環型社旗の構築）

蒲原　新一
薄田　篤郎
下高　敏彰

8 研究助成金 本村　政勝
9 船舶設計の研究 松岡　和彦
10 スイッチング電源回路に関する研究 黒川不二雄
11 ブラスト処理による溶接止端部の疲労強度向上効果に関する研究 岡田　公一
12 海洋教育・造船工学教育 松岡　和彦
13 研究助成金 本村　政勝
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３．受託・共同研究新規受入状況

平成30年度　　　　合計 45,131千円
（公的事業）
№ 研究内容 研究者

1 長崎市農業センター
下水汚泥由来資材利活用農作物栽培試験業務委託（延長）

蒲原　新一
薄田　篤生
下高　敏彰

2 ｢草本バイオマスの高効率・高品質ガス化装置｣ の開発（再委託）
JST　産学共同実用化開発事業（NexTEP）

中道　隆弘
村上　信明

3 長崎市廃棄物適正処理調査
蒲原　新一
中道　隆広
石橋　康弘

4
国土交通省　海事生産性革命（i-Shipping）
先進船舶・造船技術研究開発費補助事業（革新的造船技術研究開発）
「3D-CADを利用したモジュール化設計による多品種少量生産に対応した標準船の開発」（再
委託）

松岡　和彦

5
「洋上風車メンテナンス拠点形成推進のための技術開発の検討」
長崎県H30年度海洋ｴﾈﾙｷﾞ-関連産業集積促進事業
（洋上風車メンテナンス拠点形成推進）]

本田　　巌

6 国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構（JAXA）
「耐宇宙環境性を有する低電圧/大電流POLの研究」

黒川不二雄
松井　信正
梶原　一宏

7 J-PARCにおけるﾊﾞﾘｵﾝ奨起状態と高密度ﾊﾞﾘｵﾝ物質の実験手法と理論予測の発展（分担）
（平成30年度　日本原子力開発機構　黎明共同研究） 大山　　健

8
洋上風車メンテナンス拠点形成推進のための技術開発の検討
[長崎県H30年度海洋ｴﾈﾙｷﾞ-関連産業集積促進事業
（洋上風車メンテナンス拠点形成推進）]

池上　国広

9 「ソーラー電力による足漕ぎアシスト駆動サイクルボートの開発実用化に関する研究」（長崎市共同開発補助金事業）
松井　信正
林田　　滋

10 廃菌床の有効利用に関する研究
(長崎市挑戦型共同研究開発補助金)

蒲原　新一
薄田　篤生
下高　敏彰

11
低変態温度溶接材料を用いた伸長ビード肉盛溶接による船舶補修技術と疲労寿命向上の実証
研究　（分担）
（JST A-STEP機能検証フェーズ　実証研究タイプ）

岡田　公一

12 サイクリック学習機能を有する超低電力ＡＩチップの開発　（分担）
（NEDO ＡＩチップ開発加速のためのイノベーション推進事業) 清山　浩司

（産との受託共同研究等）

13 車内音低減アイテム開発に向けたインパネリインフォースの高周波NVメカニズム調査に関
する研究 黒田　勝彦

14 AIを用いた生産設備パラメータ調整に関する研究　（延長） 黒川不二雄
松井　信正

15 メタン発酵処理施設設置のための賦存量調査と原料の基礎的調査 中道　隆弘
16 海を活かす体験型技術教育の研究（ROVワークショップの指導方法の普及など） 松岡　和彦
17 FPGAを用いた制御コントローラの構造検討 黒川不二雄

18 山間地における山田錦の栽培と醸造に関する研究 中道　隆弘
下高　敏彰

19 人・農地プラン整備計画［茂木南部地区］大崎集落　“日本一のびわ産地”を目指す仕組み
づくり

蒲原　新一
繁宮　悠介
中道　隆広
市瀬　実里

20 石炭ガス複合発電の起動系ガス化炉モデルに関する研究 松井　信正
水野　裕志

21 高効率電源モジュールの設計解析に関する研究 松井　信正
梶原　一宏

22 上五島石油備蓄基地における新型オイルフェンス膜材の検討 石川　　暁

23 RCPSP法による造船工程計画に関する研究 梶原　宏之
松岡　和彦

24 ＲＣＰＳＰ法による造船工程計画に関する研究 梶原　宏之

25 高周波駆動電源の小型化に関する研究 黒川不二雄
梶原　一宏

26 窒素含有地下水の脱窒効果向上処理の検討 中道　隆広
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　（６）特許出願状況
№ 発明の名称 発明者

17-05 下水処理施設の脱水ろ液の高速液肥化技術（特願 2018-100361）
大場　和彦
薄田　篤生
下高　敏彰

18-01
PCT

バイオフィルター装置及びこれを用いた下水汚泥残渣脱水ろ液処理システム
（国際出願）（PCT/JP2018/028198）

大場　和彦
薄田　篤生
下高　敏彰

18-03
JP 機能性コンポストの製造方法、日本移行（特願2018-534320）

大場　和彦
薄田　篤生
下高　敏彰
玖須　理博
松永　梨那

18-04
CHN 機能性コンポストの製造方法、中国移行（201780050246.1）

大場　和彦
薄田　篤生
下高　敏彰
玖須　理博
松永　梨那

27 EEDI規制を踏まえた開発された省エネ船型の性能検証と新しい優秀船の設計法の検討 石川　　暁

28 電源装置の故障予測に関する研究
黒川不二雄
松井　信正
梶原　一宏

29 エネルギーマネジメントデジタル制御電源における故障予測機能の研究開発
黒川不二雄
松井　信正
梶原　一宏

30 電力プラントの起動時のモデルベース制御設計に関する研究 松井　信正

31 石を使った超長期保存に関する研究 大山　　健
清山　浩司

32 車載電源システムのモデルベースに関する研究 松井　信正
水野　裕志

33 燃料電池船技術評価の目的とした水素燃料電池船の設計 松岡　和彦
34 RCPSP法による造船工程計画に関する研究 梶原　宏之

35 火力発電向け大型ボイラのモデルベース制御設計に関する研究 松井　信正
水野　裕志

36 パワエレ分野へのAI活用に関する基礎研究 黒川不二雄
松井　信正

37 上五島石油備蓄基地における新型オイルフェンス膜材の検討 石川　　暁
38 産業用プラント向け負荷遮断制御システムのモデルベース制御検証に関する研究 松井　信正
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